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サトウキビは初期生育の遅い作物で
ある。また，温暖な気温に適した作物
でもあり，生育の有効温度の下限値は
10 ～ 15℃とされる。つまり，多収の
飼料用サトウキビにおいても冬季の生
長はほとんど見込めない。このため，
例えば前作を 10 月に収穫した場合に
は，冬を迎える 12 月での被植程度は
わずかであり，冬季は雑草の繁茂を許
すことになる（図 -4）。一方で，8 月に
収穫した場合には，生育期間が確保さ
れ，冬を迎える 12 月には畦間を被植
した状況になっている。このため，飼
料用サトウキビの生長が停滞する冬季
でも雑草繁茂の心配が少ない（図 -4）。

生産現場では中耕除草を頻繁に行う
ことは難しいため，開発した収穫体系
のように飼料用サトウキビの生育を利
用した耕種的な雑草防除を行うことは
非常に重要となる。なお，もう一方の
収穫を 5 月に設定している理由は，5
月は気温が高く降雨も安定しているこ
とに加え，8 月と 5 月で収穫すると年
間の有効積算温度をほぼ 2 分割でき
るためである。

(3) 冬作飼料作物の間作の試み：
収穫適期を逃した際の対応

8 月と 5 月に収穫する年 2 回収穫体
系により，南西諸島全体で飼料用サト
ウキビを安定的に栽培することができ
る。一方，生産現場では 8 月の適期
を逃して 10 月や 11 月に収穫した事
例が少なからずある。このような場合
は，前述のように飼料用サトウキビよ
りも雑草の生育が勝り，冬季は雑草防
除に追われることになる。この解決策
として，収穫が遅れた場合には冬作飼
料作物を畦間に間作することで，雑草
防除に繋がるのではないかと考えた。
単年度試験であるが，試行した結果（境
垣内ら 2018）を紹介したい。

鹿児島県徳之島町において，飼料
用サトウキビを 10 月下旬に収穫した
後，エンバクを畦間に条播し，翌年 2
月中旬にエンバクの収穫を行った。そ
の後，肥培管理を行い，7 月上旬に株
出しでの飼料用サトウキビの収量を調
査した。この結果，エンバクを間作し
たエンバク間作区では，間作なし区と
比較して雑草繁茂を防ぐことができた

（図 -5 左ならびに中央）。さらに，エ
ンバクは冬場の粗飼料にもなる。次作
の株出しでの飼料用サトウキビの収量
は，間作なし区とエンバク間作区でほ
ぼ同じであり，エンバクを間作したこ
とによる株出しへの悪影響は認められ
なかった（図 -5 右）。

今後，継続的な評価が必要であるが，
8 月の収穫適期を逃した際の対応とし
て，冬はエンバクを間作で栽培するこ
とにより雑草繁茂を防ぐことができ，
推奨する 8 月と 5 月の年 2 回収穫体
系へと再び戻していくことが可能と考
えている。

飼料用サトウキビは高い茎葉収量が
魅力の新しい飼料作物である。今後，
広く普及させるためには，図 -6 のよ
うな収穫の機械化を進めることが不可
欠である。雑草が繁茂すると収穫機械
のトラブルの原因となり，メンテナン
スに多くの時間が必要になる。このた
め，飼料用サトウキビの栽培において，
雑草防除を行うことは，安定多収のた
めだけでなく，機械化の促進にとって
も重要となる。本稿の情報が雑草防除
の助けとなり，飼料用サトウキビの普
及に繋がれば幸いである。

飼料用サトウキビについてのご質問
は，農研機構九州沖縄農業研究セン
ター種子島研究拠点さとうきび育種グ
ループまでお寄せいただきたい。

図-4　  越冬前（12月）の飼料用サトウキビと雑草の生育の様子

図-5　  飼料用サトウキビの畦間でのエンバク間作の試み
1)10 月下旬に飼料用サトウキビを収穫後，間作なし区では間作なし，エンバク間作区ではエンバクを条播。
2) 写真の左ならびに中央は，翌年2月中旬での間作なし区，エンバク間作区の生育の様子。
3) 写真の右は，2月中旬にエンバク収穫後，7月上旬の株出しでの飼料用サトウキビの生育の様子。

図-6　    コーンハーベスタでの飼料用サトウキビ
の収穫
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　キク科タカサブロウ属の一年草。水田雑草として日本各地で
見られ，溝や湿地，湿気の多い畑などでも普通に見られる。高
さ 30cm から 60cm，夏に直径 1cm ほどの舌状花と筒状花の
白い花をつける。
　日本在来とも史前帰化とも。古

いにしえ

から田の中や湿地で目につい
たはずだが，この地味な白い花は万葉人や平安貴族に取り上げ
られることはなかった。
　古

いにしえびと

人に取り上げられることはなかったが，平成になって，草
木詠の多い永田和宏によってこんな風に詠われた。
　　たかさぶろうの花教えくれぬ
　　　　たかさぶろうの花はどうしても覚えられない

　（永田和宏『饗庭』）
　どうしても覚えられない「たかさぶろう」の花を教えてくれ
ないのは妻で歌人である河野裕子。その裕子の歌。

　　あなたには何から話さうタカサブラウ
　　　　月が出るにはまだ少しある

　（河野裕子『葦舟』）
　「あなた」は夫である和宏氏。陽が沈みかけてうす暗くなっ
てきた中に浮かぶ仄白い「タカサブラウ」の花を思いながら，
裕子は「あなた」に何を話そうとしていたのだろうか。
　自作自注に「この植物の名や男の子のような雰囲気に魅かれ
る」とあるが，この地味な花を「高三郎」と名付けたのは誰な
のだろう。
　その裕子の歌への返歌。
　　もういちど高三郎を教えてよ
　　　　ありふれた見分けのつかない高三郎を

　（永田和宏『夏・二〇一〇』）

（公財）日本植物調節剤研究協会
兵庫試験地　須藤　健一高三郎（タカサブロウ）田畑の草
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